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自己紹介 斉藤　滋



明けましておめでとうございます。

みんなの「夢」はどんな夢



  中村　清美 
　小さいころから、私は一生懸命勉強した記憶があまりありません。高校生の時は、数えるほどしか教科書を家に持っ
て帰りませんでした。私の教科書はいつも部室にあって、ある日の校門検査で鞄の中に一冊も教科書がはっていなくて、
すごく叱られたことがあります。高校の担任の先生が、卒業の時にかけてくれた、「学校の授業で学んだことを忘れて
しまっても、心に残るものがあったら、それが、君たちがここで学んだものだよ。」に救われた気分でした。
　こんな私が、なぜ、今40を過ぎて大学生なのだろうと思います。
　今振り返ると、私の転機は22歳の夏。福岡から地元に帰省して、直線的になった故郷に違和感を持ち、私の「なぜ」
が始まったのです。自身の心の中に「問い」を持つことが本当の学びの始まりだと思いませんか？　学校の授業で「な
ぜ」と思った記憶はほとんどありませんが、友人たちと過ごす学校生活の中では「問い」の連続でした。だからとても
起伏に富んだ、素敵な時間だった気がします。
　その後、地球市民の会のスタディツアーで訪れたタイの農村で、当時、世界第１位のお米の輸出を担う農民がなぜ飢
えているのかと疑問を持ち、ここから「開発とは何か」を問い続けることをライフワークとしたいと思ったのです。　
５年前から私は防災を主たる業務とする仕事に関わっています。地形とそこに存在する集落との間に介在する人の暮ら
しに思いを馳せるとき、どうして人々はこんな危険な土地に居をかまえたのかという不可解なことに出会う度、この仕
事がとても楽しいと思えます。気がついたら、私の周りには不可解なことの方が圧倒的に多いことに気づかされます。
私には、いま毎日が学びで、日常が教育の場です。ぜひ子どもたちにも，いつも問いかけながら過ごす愉快さを体感し
てほしいと思います。

　古賀先生と出会って、仕事中心、自己中心の生き方が大きく変わってしまった。毒蛾にかかったように、しびれて

頼まれたらイヤと言えなくなりズルズルと引き込まれていくのである。不思議に心地良ささえ感じるのである。

　ふと気付いた時には、どっぷりとハマってしまって、地球市民の会や佐賀ユネスコ協会、夢の学校をつくる会の理

事になり抜け出せなくなっている。

　そのおかげで、色々なことを考えさせられ、気付かされ、自分を見つめ直すきっかけを作ってもらった。「感動が対

価だ！」その言葉を信じて、価値観の基軸をちょっとずらして、自分らしい生き方を模索してきたような気がする。

　古賀先生が目指したもの。創りたかったものの集大成が、夢の学校ではなかったか。先生も生徒も家族もみんな笑

顔の絶えない、理想の地球平和学園「元気笑樂孝」、そんな想いを共有し、自分にできることを精一杯関わって、子ど

もたちや多くの仲間と共に成長したいものである。「人を育てるつもりが育てられ」

　我々にできることは、ひたすらに土をしっかりと耕して、惜しみなく愛情の肥やしをやること。自然と環境が整っ

た時に、自ら殻を破って芽吹いてくるはずである。

　その想いの種を、一人でも多くの子どもたちに、植え付けていくことかも知れない。
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